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１．目的と実施方針

目的

（優先順位）

敷地全体に広がるフォールアウト汚染やプラントからの直接線等の影響を把握した上で、
伐採、表土除去、天地返し、遮へい等による線量低減対策を実施し、長期に亘る事故炉の
安全収束・廃炉を進めていくための基盤を整備する。

エリアⅠ １～４号機周辺で特に線量当量率が高いエリア
エリアⅡ 植栽や林が残るエリア
エリアⅢ 設備設置または今後設置が予定されているエリア
エリアⅣ 道路・駐車場等で既に舗装されているエリア
敷地内線量低減に係る実施方針範囲

実施方針

多くの作業員が作業を行っているエリア
を優先し、他工事との干渉を考慮しなが
ら順次実施。

エリア毎の線源の特徴を把握した上で、
適切な工法を選択し、線量低減対策を実
施。対策実施後、線量率を測定し、線量
低減l効果を評価する。

（線量低減対策の進め方）

目標線量率は、１～４号機周辺を除くエ
リア（エリアⅡ、Ⅲ、Ⅳ）をエリア平均
で５μSv/hに設定。目標線量率は、段階
的に下げていく予定。

（目標線量率）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe
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２．進捗状況 -線量率の目標達成状況（2015年5月現在）

-

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe

企業棟周辺

胸元 4.4μSv/h
（H26.6確認）

５／６号機周辺

胸元 4.9μSv/h
（H26.10確認）

エリア平均で目標線量率（５μSv/h）を確認したエリアを図示

物揚場周辺

胸元 14μSv/h
地表面 1.8μSv/h
（H26.10確認）

多核種除去設備周辺

胸元 3.6μSv/h
（H26.8確認）

Ｈタンクエリア

胸元 8.8μSv/h

地表面 1.7μSv/h
（H27.3確認）

Ｇタンクエリア

胸元 5.3μSv/h

地表面 1.6μSv/h
（H27.5確認）

Ｊタンクエリア

胸元 3.7μSv/h
（H26.6確認）

胸元高さでの測定
地表面高さでの測定

※ 線量低減実施範囲の評価は，胸元高さの線量率を基本とするが，プラントからの直接線や汚染水を内包したタンクからの
線源などが影響するエリアは、除染の効果を確かめるために、コリメートした地表面の線量率による評価も併用する。

地下水ﾊﾞｲﾊﾟｽ周辺

胸元 29μSv./h

地表面 4.1μSv/h
（H27.2確認）
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３．線量低減エリアの拡大目標 ：目標線量率（５μSv/h）を確認したエリア
（胸元または地表面で確認）

2013年度 2014年度 2015年度

2015年度末目標

実施計画の目標範囲

約 40 ％

達成率 [2015年度末目標に対する面積比]

約 77 ％

■目標達成に向けた主要工程

② O.P.+35m フェーシング
地下水バイパスエリア

① O.P.+4m／+10m フェーシング

１～４号山側法面エリア

Gタンクエリア

Hタンクエリア

西側エリア：企業棟周辺

北側エリア：免震棟周辺

2月
8月

9月

9月

10月

4月
4月
4月

12月

12月

9月 7月 ※ 1~4号建屋周辺ｴﾘｱは、廃炉作業の進捗
に合わせてフェーシングを検討・実施

埋立地／既設護岸陸側

１～４号機取水口間 5月
5月 4月

約 100 ％
現 在

約 85 ％
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４．線量低減エリアの線量分布 －測定期間：2014.5月 ～ 2015.2月－

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe

：目標線量率（５μSv/h）を確認したエリア
（胸元または地表面で確認）
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２

測定期間：2014. 5～ 2015. 2
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４．線量低減エリアの線量分布 －測定期間：2014.5月 ～ 2015.5月－

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe

：目標線量率（５μSv/h）を確認したエリア
（胸元または地表面で確認）
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測定期間：2014. 5～ 2015. 5

及び のエリアのデータ更新（他は2015年2月と同じ）１ ２

１

２



■胸元高さの線量分布

胸元高さ
地表面
（ｺﾘﾒｰﾄ）

１０

（H26.5）

３.６

（H26.5）

５.３

（H27.5）

１.６

（H27.5）
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５-１．Gタンクエリアの線量低減

平均線量率 [μSv/h]

Ｇタンクエリアは、胸元高さで10 μSv/hから5.3 μSv/h まで

低減した。当該エリアは、濃縮塩水等を保管していたタンク他

の影響を受けており、除染の効果を確認するために、地表面

（ｺﾘﾒｰﾄ）の結果を用いて評価したところ、１.６ μSv/h まで

低減していることを確認した。
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■足元高さ（コリメート）の線量分布

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe

１

表
土
除
去
・路
盤
・舗
装
後

作
業
前

提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe

１
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５-２．Hタンクエリアの線量低減

■胸元高さの線量分布 ■足元高さ（コリメート）の線量分布

平均線量率 [μSv/h]

作
業
前
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提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe 提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe

２
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胸元高さ
地表面
（ｺﾘﾒｰﾄ）

１７

（H26.8）

５.９

（H26.8）

８.８

（H27.3）

１.７

（H27.3）

２

Hタンクエリアは、胸元高さで1７ μSv/hから８.８ μSv/h まで

低減した。当該エリアは、淡水化施設や濃縮塩水等を保管して

いたタンクの影響を受けており、除染の効果を確認するために、

地表面（ｺﾘﾒｰﾄ）の結果を用いて評価したところ、１.７ μSv/h 

まで低減していることを確認した。
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５-３．GおよびHタンクエリアのフェーシング施工の様子

【写真①】Ｇタンクエリア：舗装状況 【写真②】Ｇタンクエリア：舗装状況

【写真③】Ｈタンクエリア：モルタル吹付け状況

写真①

写真②

写真③
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（参考）フェーシング工事の進捗状況 －2015年5月現在－

エリア面積 145万m2 進捗率 約７３％


